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理 想 の 女  （ ひ と ）

あ 、 七 十 八 歳 な の 。 落 ち 着 い て い る から 八 十 三 歳 に 見 え た わ 」  。　
八 十 三 歳 の 外 見 の 理 想 は こ う だ 。 時

は 明 治 末 期 。 場 所 は 、 北 前 船 の 寄 港 地と し て 栄 華 を 誇 っ た 日 本 海 側 の 町 の 商家 。 縁 側 に 座 る 小 柄 な 脂 気 の な い 痩 せた 老 女 。 細 い 眉 、 着 物 を 緩 や か に 着 、盆 栽 を 眺 め て い る 。 人 に 接 す る 時 には 、 微 笑 み を 絶 や さ ず 人 生 を 肯 定 す る寛 容 な 言 葉 を 繰 り 出 す 。 私 の 理 想 。　
見 え な い 内 面 に は 成 熟 を 求 め な い 。

八 十 三 歳 の 皮 一 枚 下 は 、 ま だ 未 知 の 世界 を 見 た い 。 新 し い 世 界 に 向 け て ジ ャ

　
外 見 は 実 年 齢 よ り 五 歳 上

に 見 ら れ た い 。 現 在 七 十 八歳 な の で 八 十 三 歳 。  「 ま

ン プ し た い 。 変 わ り た い 。 成 長 を した い 。 内 面 は ど ろ り と し た 熱 せ ら れた 炉 だ 。 こ れ が 理 想 。　
現 在 の 私 は 、 バ ス に 乗 り 若 い 人 に

席 を 譲 ら れ た ら 礼 を 言 い 座 る 。 腰 痛が あ る の で 嬉 し い 。 静 か に 車 窓 の 景色 を 見 る 。 八 十 三 歳 に 見 え 理 想 だ 。　
見 え な い 内 側 は 下 世 話 で 騒 が し

い 。 木 が 電 線 に 触 れ て い る 。 早 く 伐っ て 。 あ ら 、 新 し い 店 が 出 来 て いる 。 食 べ に 行 こ う 。 狭 い 道 な の に バス に 向 か っ て つ っ こ ん で 来 る 車 。 危な い 。 窓 か ら お 地 蔵 様 に 祈 る 。 棚 から 牡 丹 餅 が あ り ま す よ う に 。 買 い 物を 頭 の 中 で 確 認 す る 。 半 分 は 思 い 出せ な い 。　
内 面 に 関 し て は 弛 緩 し て い て 炉 は

燃 え て い な い 。 理 想 に は 遠 い 。

鍋 山 祥 子 さ ん
男

とも

女 に 活 躍 推 進 セ ミ ナ ー
令 和 時 代 の 新 た な チ ャ レン ジ ！ 〜 地 域 を 動 か し 未来 へ つ な ぐ 」 が 、

1 1月 ８

日  （ 土 ）  午 後 １ 時 か ら ４ 時ま で 、 県 婦 人 教 育 文 化 会館 （ カ リ エ ン テ 山 口 、 山口 市 湯 田 温 泉 ５ ） で 開 かれ る 。  「 男 女 を 問 わ ず 、誰 も が 自 治 会 長 な ど
『 長 』 の 役 職 を 担 え る よ

う に 」 と 、 山 口 市 お よ びや ま ぐ ち ネ ッ ト ワ ー ク エコ ー （ 西 山 香 代 子 代 表 、

０ ９ ０

－

１ ３ ３ ８

－

２

０ ５ ８ ） が 主 催 す る 。「 関 心 の あ る 人 」 な ら 無料 で 参 加 可 能 で 、 定 員 は
7 0人 。

　
オ リ エ ン テ ー シ ョ ン の

後 、 山 口 大 経 済 学 部 教 授で ダ イ バ ー シ テ ィ 推 進 担当 副 学 長 の 鍋 山 祥 子 さ んが 「 い ろ い ろ な 人 の 暮 らし を 包 み 、 支 え る 地 域 であ る た め に 」 の 演 題 で
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分 間 基 調 講 演 す る 。　
続 い て 、 坂 本 京 子 さ ん

（ レ ベ ル フ リ ー 代 表 、 気象 防 災 ア ド バ イ ザ ー ） が

（ 各 世 代 の ） 女 性 リ ー ダ
ー を 育 成 で き る の か ？ 」

「 若 い 世 代 が も っ と 地 域
に 入 る （ 地 域 の 活 動 を 知る ） た め に は 、 ど う す れば い い か ？ 」  「 防 災 意 識を 地 域 で （ 多 世 代 に ） ひろ げ る た め の 工 夫 」  「 避難 時 の 助 け 合 い の 方 法

（ １ 人 暮 ら し の 世 帯 が 増
え る な か で ）  」  「 ア レ ル ギー や 投 薬 な ど 特 別 な ニ ーズ が 必 要 な 人 の た め の 避難 所 の 工 夫 」  「 小 中 学 校と 地 域 の 人 た ち （ 地 域 団体 な ど ） と の つ な が り のつ く り か た 」  「 子 ど も たち の 居 場 所 づ く り の た めに で き る こ と ？ 」  「 や がて 来 る 災 害 に 備 え る た めの 、 地 域 の 人 （ 大 学 生 含む ） と 企 業 と 行 政 の 連 携方 法 と は 」 な ど の

1 1テ ー

マ を 事 前 に 用 意 。  「 そ の他 （ 参 加 者 か ら の 提 案 テ

ー マ ）  」 も 含 め て 、 自 分が 感 じ て い る 地 域 課 題 を一 つ 選 び 、 同 じ テ ー マ を選 ん だ 人 同 士 で グ ル ー プを 作 っ て 話 し 合 う 。 各 グル ー プ に は 、 山 口 大 経 済学 部 で 地 域 政 策 を 学 ん でい る 学 生 も 参 加 す る 。「 将 来 地 域 を 担 う 若 者 たち と 共 に 話 し 合 っ て み るこ と で 、 新 た な 発 見 が ある は ず 」 と 主 催 者 は 参 加を 呼 び 掛 け て い る 。　
参 加 希 望 者 は 、 同 団 体

（

０ ８ ３

－

９ ２ ３

－

９

８ ３ ３ 、

v-kayo
@

c-able.ne.jp

） へ 、 申 し

込 み フ ォ ー ム （ 二 次 元 コー ド か ら ）  、 フ ァ ク ス 、メ ー ル の い ず れ か で 、 名前 、 住 所 、 電 話 番 号 を 伝

家 族 ・ 地 域 ・ 企 業 を 巻 き込 ん だ 災 害 へ の 備 え に 関す る 取 り 組 み を 、 上 野 敦子 さ ん （ Ｂ ａ ｓ ｅ ☆ Ａ ｊｉ ｓ ｕ

　
地 域 学 校 協 働 活

動 推 進 員 ） が 課 題 を 抱 えた 子 ど も た ち の 居 場 所 づく り に つ い て 、 実 践 活 動発 表 す る 。　
そ の 後 、  「 地 域 で つ な

が る 方 法 を 考 え る 〜 み んな が 、 そ れ ぞ れ 、 少 し ずつ 」 が タ イ ト ル の ワ ー クシ ョ ッ プ 。  「 ど う す れ ば

　
誰 も が 幸 福 感 を 持 っ て

安 心 し て 暮 ら せ る 〝 持 続可 能 な 社 会 〞 に し て い くた め に も 、 生 活 の 拠 点 であ る 「 地 域 」 に お け る 老若 男 女 の リ ー ダ ー 役 の 育成 ・ 活 躍 が 求 め ら れ る 。そ こ で 、  「 地 域 に お け る

1 1月 ８ 日

鍋 山 教 授 ら と 考 え る
「 地 域 」 に お け る 男 女 の リ ー ダ ー 役 を 育 成

申 し  込  み  フ ォ ー  ム

え る 。 締め 切 り は
2 9　

日

（ 水 ）  。



2 0 2 5 年 （ 令 和 ７ 年 ） １ ０ 月 ２ ２ 日 ㈬ 　 ２サ ン デ ー 山 口

「 宝 恵 籠 」 に 乗 る 「 お 稚 児 さ ん 」

　
１ ４ ０ ４ 年 、 大 内 盛 見 に よ っ て 建 立 さ れ

た 洞 春 寺 は 、 元 々 は 国 清 寺 と 言 い 、 そ の 後常 栄 寺 と な り 、 明 治 期 に 毛 利 元 就 の 菩 提 寺と な っ て か ら は 洞 春 寺 と 名 を 改 め た 。 そ の入 り 口 を 固 め て い る の が こ の 山 門 で 、 国 清寺 創 建 当 時 の も の と 考 え ら れ て い る 。 構 造は シ ン プ ル な 四 脚 門 で 、 彫 刻 な ど の 飾 り を排 し て 力 強 く 雄 健 で あ り 、 禅 風 山 門 の 特 徴が よ く 表 わ れ て い る 。 同 時 に 檜 皮 葺 の 屋 根の 優 美 さ も 感 じ ら れ 、 重 要 文 化 財 に 指 定 され て い る 。 屋 根 は ２ ０ ２ ０ 年 に

3 0数 年 振 り

に 葺 き 替 え ら れ た の で 実 に 美 し い 。　
大 内 盛 見 と い う と 五 重 塔 を 思 い 出 す が 、

屋 根 を 檜 皮 で 葺 く の は 彼 の 好 み だ っ た の かも 知 れ な い 。 そ の 盛 見 の 墓 は 洞 春 寺 の 墓 地

の 中 に あ る 。 説 明 看 板が な け れ ば 見 落 と し そう で 、 こ れ が 大 内 氏 の当 主 の 墓 と は と て も 思え な い ほ ど さ さ や か なも の で あ る 。 同 じ く 洞春 寺 の 裏 手 に あ る 井 上馨 の 分 霊 塔 の 大 き さ とは 比 ぶ べ く も な い 。

洞 春 寺 山 門
（ 山 口 市 水 の 上 町 ）

文  ・  イ ラ  ス  ト ＝

古 谷 眞 之 助
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山 口 の

晩 秋 を 時代 行 列 で彩 る 、 毎年

1 1月

2 3

日 （ 今 年は日 ・祝 ） に 開催 さ れ る山 口 天 神祭 の 「 お稚 児 さん 」 が 募集 さ れ てい る 。

　
子 ど も の 健 や か な 成 長

を

1 1月 な ど に 感 謝 す る

「 七 五 三 」 の 中 で も 、 男
女 と も に 祝 わ れ る ３ 歳 児を 皆 で お 祝 い し よ う と 、山 口 天 神 祭 で は ３ 歳 児 を乗 せ る 「 宝

ほ

恵
え

籠 か ご

」 が 行 列

に 加 え ら れ て い る 。　
当 日 は 、 古 式 ゆ か し い

装 束 に 化 粧 を 施 し て 宝 恵籠 に 乗 る 。 神 役 や 備

そ な え

立 た て

行

列 な ど 大 勢 が 練 り 歩 く中 、 小 さ な お 稚 児 さ ん を乗 せ た 籠 は ひ と き わ 愛 らし く 、 沿 道 の 見 物 客 の 心を 和 ま せ て い る 。 一 方 、参 加 し た 子 の 保 護 者 か らは 「 ３ 歳 時 の 一 生 の 思 い

出 に な っ た 」 と の 感 想 も聞 か れ て い る 。　
参 加 費 は ２ 万 ５ ０ ０ ０

円 で 、 着 物 、 足 袋 、 草 履の 準 備 が 別 途 必 要 。 定 員は ８ 人 。 希 望 者 は 、 主 催す る 古 熊 神 社 （ 〒 ７ ５ ３

－

０ ０ ３ １

　
山 口 市 古 熊

１

－

1 0

－
３ 、

info
@

furuku
majinja.co

m

、
☎

０ ８ ３

－

９ ２ ２

－

０ ８ ８

１ ） に 、 住 所 ・ 氏 名 ・ 年齢 ・ 保 護 者 名 ・ 電 話 番 号を 、 は が き ま た は メ ー ルで 伝 え る 。 締 め 切 り は
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日  （ 金 ）  。

山 口 井 筒 屋
﹇ ５ 階 ﹈ 今 週 の 催 し 案 内

【 催 場 】

2 3日  （ 木 ）  〜

1 1月

４ 日  （ 火 ）  ：

秋 の 北 海 道 物

産 展

【 美 術 ギ ャ ラ リ ー 】

〜

2 7日  （ 月 ）  ：

雪 月 花

　
四

季 を 飾 る 歳 時 記 展 、 １ ２０ 年 の 時 を 超 え て

　
オ ー

ル ド ノ リ タ ケ の 世 界 展

次 回 は 1 0 月 2 9 日 掲 載

【 フ ル ー ト ・ サ ッ ク ス ・オ カ リ ナ 生 徒 募 集 】

無 料

体 験 レ ッ ス ン 有 。 楽 器 無で も Ｏ Ｋ ！ 初 心 者 歓 迎 。☎
０ ８ ３ ６ ３ ５ ８ ２ ３ ４

【  「 あ な た 」 の 情 報 届 け ませ ん か 】

サ ン デ ー 伝 言 板

は 、 無 料 も し く は 低 料 金（ １ 行 あ た り ６ ６ ０ 円 ）で ご 利 用 い た だ け ま す 。詳 細 は 、 ウ ェ ブ サ イ ト（

https://
w

w
w.sunday-

ya
maguchi.co.jp/

） で 確

認 を 。

学
　 　

ぶ

お 知 ら せ

晩 秋 を 時 代 行 列 で 彩 る 山 口 天 神 祭

３ 歳 児 の 「 お 稚 児 さ ん 」 募 集

〜

3 1日

サ ン デ  ー 山 口 は 、  山 口 市  ・  美 祢 市  ・  宇 部 市  （  一  部 ）  ・  防 府 市  （  一  部 ）  で の 新 聞 折 り 込 み と 各 所  へ  の 設 置 で 、  み な さ ま に お 届 け し て  い  ま す 。  紙 面 に 載 り 切 ら な  い 情 報 は ウ  ェ  ブ サ イ ト に 掲 載 し て  い  ま す 。  ぜ ひ ご 覧 く だ さ  い 。
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私 た ち 日 本 人 の 食 卓 に 欠 か せ な い 魚 介 類 。 刺 身 、 焼 き 魚 、 煮

付 け な ど 、 様 々 な 調 理 法 で 楽 し む こ と が で き ま す 。 し か し 、 その 一 方 で 、 魚 介 類 に は 食 中 毒 を 引 き 起 こ す 危 険 性 が 潜 ん で い るこ と を 忘 れ て は い け ま せ ん 。　
魚 介 類 を 生 食 す る 場 合 、 寄 生 虫 に よ る 食 中 毒 の

リ ス ク が 高 ま り ま す 。 代 表 的 な も の に ア ニ サ キ スが あ り ま す 。 ア ニ サ キ ス 幼 虫 が 寄 生 し て い る 魚 介類 を 未 加 熱 （ 以 下 、 不 十 分 な 加 熱 も 含 む ） で 食 べ

る こ と で 、 生 き た ま ま の ア ニ サ キ ス 幼 虫 を 体 内 に 取 り 込 む こ と に なり 、 食 中 毒 を 引 き 起 こ し ま す 。 多 く は 、 食 後 数 時 間 か ら 十 数 時 間 後に 、 み ぞ お ち の 激 し い 痛 み 、 吐 き 気 、 お う 吐 な ど の 症 状 が 現 れ ま す 。　
魚 介 類 は 私 た ち の 健 康 に 不 可 欠 な 栄 養 素 を 豊 富 に 含 ん で い ま す 。 正

し い 知 識 を 持 ち 、 適 切 な 処 理 と 調 理 を 行 う こ と で 、 食 中 毒 の リ ス ク を減 ら し 、 安 全 で 美 味 し い 魚 料 理 を 楽 し み ま し ょ う 。

◆ 寄 生 虫  （ ア  ニ サ キ ス ） （  一  社 ）  や ま ぐ ち 食 の 安 心  ・  安 全 研 究 セ ン タ ー だ よ り美 味 し い 魚 に は ワ ナ が あ る

?!

魚 介 類 を 安 全 に 食 べ る た め に

　
淡 水 魚 に は 、 私 た ち の 健 康 に 深 刻 な 被 害 を 及 ぼ す 可 能 性 の あ る 寄 生

虫 が 、 海 水 魚 と 比 較 し て 高 い 確 率 で 寄 生 し て い ま す 。 こ れ ら の 寄 生 虫は 、 十 分 に 加 熱 す る こ と で 死 滅 さ せ る こ と が で き ま す が 、 未 加 熱 の 状態 で 摂 取 す る と 人 体 に 侵 入 し 、 様 々 な 症 状 を 引 き 起 こ す こ と が あ り ます 。 安 易 な 気 持 ち で 淡 水 魚 を 生 食 す る こ と は 、 非 常 に 危 険 な 行 為 で ある こ と を 強 く 認 識 し て く だ さ い 。◆ 淡 水 魚 の 生 食 は 絶 対 に 避 け て く だ さ い ！　
ヒ ス タ ミ ン 食 中 毒 は 、 ヒ ス タ ミ ン が 高 濃 度 に 蓄 積 さ れ た 食 品 、 魚 介

類 や そ の 加 工 品 を 食 べ る こ と に よ り 発 症 す る ア レ ル ギ ー 様 の 食 中 毒 です 。 魚 介 類 は 、 不 適 切 な 温 度 で 保 存 さ れ 鮮 度 が 落 ち る と 、 細 菌 の 働 きで ヒ ス タ ミ ン が 生 成 さ れ て し ま い ま す 。 特 に 赤 身 魚 に お い て 、 こ れ が顕 著 で す 。 一 度 生 成 さ れ た ヒ ス タ ミ ン は 加 熱 し て も 分 解 さ れ ま せ ん 。予 防 の た め に は 、 新 鮮 な 魚 を 選 び 、 購 入 後 は 速 や か に 冷 蔵 ・ 冷 凍 保 存し 、 常 温 で の 放 置 を 避 け る こ と が 重 要 で す 。◆ ヒ ス タ ミ ン 食 中 毒　
ノ ロ ウ イ ル ス に よ る 食 中 毒 は 、

1 1月 〜 ３ 月 の 寒 い 時 期 に

特 に 多 く 、 そ の ほ と ん ど が 「 ノ ロ ウ イ ル ス に 汚 染 さ れ た 食品 を 食 べ る こ と 」 に よ る も の で す 。 原 因 に な る 食 品 の 一 つ に ノ ロ ウ イル ス に 汚 染 さ れ た 二 枚 貝 が あ り ま す 。 二 枚 貝 は 大 量 の 海 水 を 取 り 込み 、 プ ラ ン ク ト ン な ど の エ サ を 体 内 に 残 し 、 海 水 だ け を 排 水 し て い ます が 、 海 水 中 の ウ イ ル ス も 同 様 の メ カ ニ ズ ム で 取 り 込 ま れ る た め 、 ノロ ウ イ ル ス が 二 枚 貝 の 体 内 で 濃 縮 さ れ て し ま い ま す 。 な お 、 ノ ロ ウ イル ス に 汚 染 さ れ た 二 枚 貝 に よ る 食 中 毒 は 未 加 熱 の も の で 発 生 し て おり 、 十 分 に 加 熱 す れ ば 、 食 べ て も 問 題 あ り ま せ ん 。◆ ノ  ロ ウ イ ル  ス


